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光学活性第 2 級アルコール類は医薬品や天然物などの生物活

性化合物の構造中に遍在するとともに，精密合成を支援する重要

な構造単位となる．今回，我々は嵩高い第 2 級アルコールの酸化

反応に対しても有効な触媒である AZADO (2-azaadamantane 

N-oxyl, 1)及び 1-Me-AZADO (2)
 1)をエナンチオ選択的に修飾したキラル AZADO 誘導

体を設計し，ラセミ第 2級アルコールの酸化的速度論的光学分割反応の検討を行った． 

キラル AZADO 誘導体の触媒スクリーニング及び反応条件の最適化を行った結果，

ベンジル基を有する 3 がラセミ第 2 級アルコールの酸化的速度論的光学分割に非常に

有効な触媒であることを見出した．3 は種々のラセミ第 2 級アルコールを高エナンチ

オ選択的に酸化し，特に α 位にアリール基を有するシクロペンタノール及びシクロヘ

キサノールにおいて非常に高い不斉収率を与えた 2)．また，より立体的に嵩高いシク

ロへキシル基を有する 4 では，生物活性化合物において重要な含窒素複素環を含むラ

セミ第 2 級アルコールに対してより高い選択性を示すことが明らかとなった． 
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Figure 1. AZADOs
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Table 1. Oxidative Kinetic Resolution
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